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「主において常に喜ぶ」という生き方 

 

フィリピの信徒への手紙 4章 

4主において常に喜びなさい。重ねて言います。喜びなさい。  
5あなたがたの広い心がすべての人に知られるようになさい。 

主はすぐ近くにおられます。   
＊＊＊ 

フィリピの信徒の手紙の中で最も有名な言葉かもしれません。 

「主において常に喜びなさい」 

パウロはテサロニケの信徒への手紙の中で「いつも喜んでいなさい」と命じています。 

しかし、漠然と喜ぶことはそれほど簡単ではありません。 

理由があって喜ぶのが普通だからです。 

この箇所では「主において」という言葉が用いられていますが、ここにこそ 

私たちが喜ぶ理由があるようです。 

「主において喜ぶ」というのは 

まず、私たち自身が神様の中に生かされていることを自覚し、その環境の中で喜びを発見す

ることです。 

神様ご自身を喜ぶこと 

ローマの信徒への手紙の中に 5章 

 6実にキリストは、わたしたちがまだ弱かったころ、定められた時に、 
不信心な者のために死んでくださった。  
7正しい人のために死ぬ者はほとんどいません。善い人のために命を惜しまない者ならいる
かもしれません。  
8 しかし、わたしたちがまだ罪人であったとき、キリストがわたしたちのために死んでくださった
ことにより、 

神はわたしたちに対する愛を示されました。  
9それで今や、わたしたちはキリストの血によって義とされたのですから、 
キリストによって神の怒りから救われるのは、なおさらのことです。  
10敵であったときでさえ、御子の死によって神と和解させていただいたのであれば、 
和解させていただいた今は、御子の命によって救われるのはなおさらです。  
11それだけでなく、わたしたちの主イエス・キリストによって、わたしたちは神を誇りとしていま
す。 

今やこのキリストを通して和解させていただいたからです。 



 

ここに「神を誇りにする」という表現があります。これは神を大いに喜び、礼拝するという意味

が 

含まれています。神様のなさった事柄、自分に起こった事柄だけでなく、神様ご自身、その存

在 

その言葉、神様ご自身を大いに喜ぶことが「主において喜ぶ」ことに通じています。 

神様に「いてくださってありがとう」を伝える作業でもあります。 

 

さらにイエス様によってもたらされた救いを受け取り、それを提供してくださった神様に 

感謝し、その救いを喜ぶことが勧められています。 

私たちが弱かった時、不信心だった者なのに、罪人であったのに、敵であったのに 

キリストは私たちのために来てくださり、死んで代価を支払ってくださいました。 

その救い主の偉大さと、その救いの素晴らしさを喜ぶのです。 

 

さらにいえば 

「5あなたがたの広い心がすべての人に知られるようになさい。 

主はすぐ近くにおられます。  」 
とありますから、この喜びは自分たちのためばかりでなく、周囲の人たちの喜びを喜びとする 

生き方にも通じています。 

他者と希望を分かち合って喜ぶ姿勢です。 

他者に支援的な姿勢を取れることを喜ぶ姿勢です。 

「喜んで奉仕する」「喜んで分かち合う」「喜んで連帯する」という姿勢をパウロは勧めているの

です。 

先日ケンタッキーフライドチキンを食べに店に入ったら壁のところに英語でこんな言葉が書か

れていました。 

訳してみると 

 

どれだけお金があっても 

私は自分の持てる最高のものを提供することを 

止めることはできない 

@@ 

人生で最高のものは 

分かち合うためにある 

 

とありました。これは広い心の表明です。 



 

喜びは周囲に広がっていきます。伝染するのです。 

ある人と一緒に悲しむことは、相手にとっては悲しみが少しやわらぎ、安心感と少しの喜びを

もたらす助けになるでしょう。 

これをどうぞ、と分かち合えるものがある時、受け取った人に喜びが伝わります。 

善意の押し売りとか、献金や寄付の強要は決して喜びにはつながりませんが、 

自発的な、愛と思いやりに満ちた分かち合いは、周囲を明るくします。 

 

マタイは興味深い記事を書いています。マタイによる福音書 25章 

31「人の子は、栄光に輝いて天使たちを皆従えて来るとき、その栄光の座に着く。  
32そして、すべての国の民がその前に集められると、羊飼いが羊と山羊を分けるように、彼
らをより分け、  
33羊を右に、山羊を左に置く。 34そこで、王は右側にいる人たちに言う。 
『さあ、わたしの父に祝福された人たち、天地創造の時からお前たちのために用意されている

国を受け継ぎなさい。  
35お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせ、のどが渇いていたときに飲ませ、旅をし
ていたときに宿を貸し、  
36裸のときに着せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪ねてくれたからだ。』  
37すると、正しい人たちが王に答える。『主よ、いつわたしたちは、飢えておられるのを見て
食べ物を差し上げ、のどが渇いておられるのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。  
38いつ、旅をしておられるのを見てお宿を貸し、裸でおられるのを見てお着せしたでしょう
か。 

39いつ、病気をなさったり、牢におられたりするのを見て、お訪ねしたでしょうか。』  
40そこで、王は答える。『はっきり言っておく。わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人に
したのは、わたしにしてくれたことなのである。』 

41それから、王は左側にいる人たちにも言う。『呪われた者ども、わたしから離れ去り、悪魔
とその手下のために用意してある永遠の火に入れ。  
42お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせず、のどが渇いたときに飲ませず、 

43旅をしていたときに宿を貸さず、裸のときに着せず、病気のとき、牢にいたときに、訪ねてく
れなかったからだ。』  
44すると、彼らも答える。『主よ、いつわたしたちは、あなたが飢えたり、渇いたり、旅をした
り、裸であったり、病気であったり、牢におられたりするのを見て、お世話をしなかったでしょう

か。』 

45そこで、王は答える。『はっきり言っておく。この最も小さい者の一人にしなかったのは、 
わたしにしてくれなかったことなのである。』  
46 こうして、この者どもは永遠の罰を受け、正しい人たちは永遠の命にあずかるのである。」 



 

ローマの信徒への手紙 12:13 (新共同訳) 
聖なる者たちの貧しさを自分のものとして彼らを助け、旅人をもてなすよう努めなさい。 

 

ヘブライ人への手紙 13:2 (新共同訳) 
旅人をもてなすことを忘れてはいけません。そうすることで、ある人たちは、気づかずに天使

たちをもてなしました。 

 

他者の悲しみや辛さに共感し、共有させていただくことで広い心は養われていきます。 

相手から受け取ることばかりを考えるのではなく、相手の立場に立って考え、悲しみの一部を

受け止め 

それを自分の出来事のように心の中に感じ取る作業はとても大事です。 

 

神を愛し、その救いのみわざを喜ぶこと 

自分の手の届くところにいる他者を愛し、それらの人たちの必要に心を向けること、そして分

かち合えることを 

喜ぶこと。実は「捧げ物」「寄付」「支援のカンパ」は「捧げた人」にしかわからない喜びがある

ようです。 

それらは「右の手でしていることを左の手に知らせるな」とあるように、誇りの対象として言い

ふらすことは 

健全ではないと強く感じます。 

 

＊＊＊ 

youtubeでのMACF礼拝映像はこちらです。 
https://youtu.be/AfCpKEs3XOU 

 

 

https://www.bible.com/ja/bible/1819/rom.12.13
https://www.bible.com/ja/bible/1819/heb.13.2
https://youtu.be/AfCpKEs3XOU

